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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 193,365 ― 661 ― △582 ― △3,335 ―

20年3月期第2四半期 221,763 2.2 △1,740 ― △2,038 ― △3,631 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 △18.85 ―

20年3月期第2四半期 △20.51 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 433,807 126,414 28.0 687.01
20年3月期 453,130 134,484 28.5 730.40

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  121,590百万円 20年3月期  129,272百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 7.00 7.00
21年3月期 ― ― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 7.00 7.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 410,000 △14.1 4,000 ― 4,000 ― 1,400 ― 7.91

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご覧下さい。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、２～３ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他の特記事項 
１．上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る仮定を前提としています。実際の業績は、今後
様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  185,213,602株 20年3月期  185,213,602株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  8,228,709株 20年3月期  8,223,529株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  176,988,546株 20年3月期第2四半期  177,050,145株



【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界経済の後退を

受け、堅調に推移していた輸出が減少し、原油や鉄鋼など原材料価格の高騰により企業収益が悪化するとともに、個

人消費も低迷するなど、景気は後退局面を迎えました。 

 建設業界におきましては、建設コストの上昇により工事採算が悪化するとともに、不動産市況の急激な冷え込みや

民間設備投資が停滞するなど、一段と厳しい経営環境にありました。 

 このような状況のなかで、当社はローリングした中期経営計画のもと、効率的で競争力ある組織の構築を目指して

全社的な組織の統廃合を実施するとともに、選別受注の徹底や保有資産の効率化などに取り組んでまいりました。ま

た、ＴＰＭｓ（トータル プロセス マネージメント システム）を活用した品質管理システムの構築などＩＴソリ

ューションを積極的に駆使し、生産性の向上に努めてまいりました。 

 当第２四半期の連結業績は、売上高につきましては、1,933億円余となりました。利益につきましては、営業利益

は６億円余となりましたが、為替差損の影響などにより５億円余の経常損失となりました。また、特別損失に投資有

価証券評価損、貸倒引当金繰入額および過年度工事補償引当金繰入額を計上したことにより、33億円余の四半期純損

失となりました。 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、完成工事未収入金の減少などにより前連結会計年度末に比べ193

億円余減少し、4,338億円余となりました。負債は、短期借入金等の有利子負債が増加しましたが、工事未払金及び

流動負債その他に含まれる未払金の減少などにより前連結会計年度末に比べ112億円余減少し、3,073億円余となりま

した。また純資産は、前連結会計年度末に比べ80億円余減少し、1,264億円余となりました。以上の結果、純資産の

額から少数株主持分を控除した自己資本の額は、1,215億円余となり、自己資本比率は前連結会計年度末の28.5％か

ら28.0％となりました。 

 当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況について、営業活動におけるキャッシュ・フロー

は、第１四半期において早期退職優遇支援に伴う費用及び退職金として85億円余を支出したこと、ならびに工事未払

金が66億円余減少したことなどにより、△275億円余となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、機械等

の設備投資を23億円余行ったことなどにより、△18億円余となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、社

債50億円を償還し、短期借入金307億円余を調達したことなどにより、240億円余となりました。以上の結果、現金及

び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末の残高は、前連結会計年度末に比べ54億円余減少し、204億円余となり

ました。 

  

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 通期連結業績予想につきましては、売上高は前回予想に比べて300億円下回る見込みであります。営業利益、経常

利益につきましては前回予想を上回る見込みでありますが、当期純利益につきましては、前回予想を下回る見込みで

あります。 

 なお、詳細は本日公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

   

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

簡便な会計処理 

 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している固定資産の減価償却費の算定方法については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。  



  

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

会計処理基準に関する事項の変更 

①「四半期財務諸表に関する会計基準」等の適用 

 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）及

び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日）を

適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用 

 第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月

５日）を適用し、評価基準については、販売用不動産は主として低価法から原価法（収益性の低下による簿

価切下げの方法）、その他たな卸資産は主として原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方

法）に変更しております。なお、これに伴う営業利益、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影

響はありません。 

③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用しております。なお、これに伴う営業利益、経常損失及

び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。 

④「工事契約に関する会計基準」の適用 

 一部連結子会社は、コンクリート二次製品の売上の計上基準について、「工事契約に関する会計基準」

（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第18号 平成19年12月27日）が平成21年４月１日より前に開始する連結会計年度から適用できるこ

とになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、第１四半期連結会計期

間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められ

る工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完

成基準を適用しております。 

 これにより、売上高、営業利益、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微でありま

す。 



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 20,112 26,408

受取手形・完成工事未収入金等 142,569 156,647

有価証券 2,020 1,520

販売用不動産 8,471 7,108

未成工事支出金 52,992 49,894

材料貯蔵品 6,082 1,164

その他のたな卸資産 1,952 1,893

その他 30,144 29,022

貸倒引当金 △2,043 △931

流動資産合計 262,303 272,728

固定資産   

有形固定資産 59,054 59,427

無形固定資産 3,130 3,670

投資その他の資産   

投資有価証券 97,747 104,628

その他 16,028 16,967

貸倒引当金 △4,456 △4,291

投資その他の資産計 109,319 117,304

固定資産合計 171,504 180,401

資産合計 433,807 453,130



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

工事未払金等 65,541 72,223

短期借入金 70,691 39,883

未払法人税等 500 417

未成工事受入金 52,668 58,080

工事損失引当金 4,784 6,179

その他の引当金 4,298 3,441

その他 18,010 40,103

流動負債合計 216,494 220,330

固定負債   

社債 40,000 40,000

長期借入金 21,072 21,212

退職給付引当金 15,270 17,951

その他 14,555 19,151

固定負債合計 90,898 98,315

負債合計 307,392 318,646

純資産の部   

株主資本   

資本金 23,454 23,454

資本剰余金 31,709 31,709

利益剰余金 52,615 57,190

自己株式 △2,513 △2,511

株主資本合計 105,266 109,842

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 16,401 19,507

為替換算調整勘定 △77 △77

評価・換算差額等合計 16,323 19,429

少数株主持分 4,824 5,211

純資産合計 126,414 134,484

負債純資産合計 433,807 453,130



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 193,365

売上原価 179,759

売上総利益 13,605

販売費及び一般管理費 12,944

営業利益 661

営業外収益  

受取利息 218

受取配当金 763

その他 312

営業外収益合計 1,293

営業外費用  

支払利息 1,065

為替差損 559

持分法による投資損失 511

その他 401

営業外費用合計 2,537

経常損失（△） △582

特別利益  

投資有価証券評価損戻入額 411

その他 182

特別利益合計 594

特別損失  

固定資産除却損 85

投資有価証券評価損 674

貸倒引当金繰入額 1,246

過年度工事補償引当金繰入額 1,185

その他 102

特別損失合計 3,295

税金等調整前四半期純損失（△） △3,283

法人税、住民税及び事業税 148

法人税等調整額 24

法人税等合計 173

少数株主損失（△） △121

四半期純損失（△） △3,335



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △3,283

減価償却費 2,817

減損損失 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,277

工事損失引当金の増減額（△は減少） △1,395

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,539

受取利息及び受取配当金 △981

支払利息 1,065

為替差損益（△は益） 438

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） 23

有価証券及び投資有価証券評価損・戻入額（△は
戻入額）

263

売上債権の増減額（△は増加） 14,078

未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,626

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,812

未収消費税等の増減額（△は増加） △5,763

仕入債務の増減額（△は減少） △6,682

未成工事受入金の増減額（△は減少） △5,411

その他 △8,876

小計 △27,406

利息及び配当金の受取額 1,214

利息の支払額 △1,104

法人税等の支払額 △266

営業活動によるキャッシュ・フロー △27,563

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,378

有形及び無形固定資産の売却による収入 118

投資有価証券の取得による支出 △553

投資有価証券の売却による収入 674

貸付けによる支出 △320

貸付金の回収による収入 544

その他 82

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,832

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 30,731

長期借入金の返済による支出 △405

社債の償還による支出 △5,000

自己株式の取得による支出 △1

配当金の支払額 △1,238

少数株主への配当金の支払額 △47

財務活動によるキャッシュ・フロー 24,037

現金及び現金同等物に係る換算差額 △96

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,455

現金及び現金同等物の期首残高 25,874

現金及び現金同等物の四半期末残高 20,418



 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

  

（５）セグメント情報  

ａ．事業の種類別セグメント情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 （注） 事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容 

（１）各事業区分の方法 

日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しています。 

（２）各事業区分に属する主要な事業の内容 

建設事業  ：土木・建築その他建設工事全般に関する事業 

その他の事業：建設機械及びコンクリート二次製品の製造、販売に関する事業 

不動産の販売及び賃貸に関する事業 

サービス事業 他 

  

  
建設事業
（百万円） 

その他の事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高           

(1)外部顧客に対する売上高  174,622  18,743  193,365  －  193,365

(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 19  2,330  2,350  (2,350)  －

計  174,641  21,073  195,715  (2,350)  193,365

営業利益  879  134  1,014  (352)  661

ｂ．所在地別セグメント情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）    

 全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しました。 

  

  

ｃ．海外売上高  

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しました。 

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

  



【参考資料】 

前年同四半期に係る財務諸表 

（１）中間連結損益計算書 

  

  
前中間連結会計期間

（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日） 

区分 金額（百万円）
百分比
（％） 

Ⅰ 売上高      221,763   100.0  

Ⅱ 売上原価         209,647    94.5  

売上総利益        12,115     5.5  

Ⅲ 販売費及び一般管理費      13,855     6.2  

営業損失      1,740  △0.8 

Ⅳ 営業外収益          

受取利息  333     

受取配当金   726     

為替差益   350     

その他   327 1,737  0.8  

Ⅴ 営業外費用           

支払利息  1,163     

その他  871 2,035  0.9  

経常損失         2,038  △0.9 

Ⅵ 特別利益           

固定資産売却益  8     

その他  92 100  0.0  

Ⅶ 特別損失           

投資有価証券評価損  750     

減損損失  1,606     

その他  271   2,628 1.2  

税金等調整前中間純損失          4,566  △2.1 

法人税、住民税及び事業
税    196            

法人税等調整額    △644    △447  △0.2 

少数株主損失          487     0.2  

中間純損失          3,631  △1.6 

        



６．その他の情報 

（１）個別業績の概要 

①平成21年３月期第２四半期の個別業績（平成20年４月１日～平成20年９月30日） 

ａ．個別経営成績（累計）                     （％表示は対前年同四半期増減率） 

   

  

ｂ．個別財政状態 

(参考)自己資本   21年３月期第２四半期  100,688百万円     20年３月期  107,366百万円 

  

(注)上記の個別業績は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成していますが、法定開示におけるレビュー対象では 

    ありません。  

  

  売 上 高 営業利益  経常利益 四半期純利益

  百万円   ％ 百万円  ％ 百万円 ％ 百万円  ％

21年３月期第２四半期  167,898 △13.9 715    － 459    － △2,521    － 

20年３月期第２四半期 194,989    1.4 △1,969    － △1,307    － △1,916    － 

  
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円  銭 円  銭

21年３月期第２四半期 △13    62 －    － 

20年３月期第２四半期 △10  35 －    － 

  総 資 産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円  銭

21年３月期第２四半期 388,765 100,688 25.9 543  93 

20年３月期 401,713 107,366 26.7 579  99 

②平成21年３月期の個別業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日）  

                                          （％表示は対前期増減率） 

  

    

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

  百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 円  銭

通     期 360,000 △13.8 3,500    － 3,000    － 600    － 3  24 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他の特記事項 

１．上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る仮定

 を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

２．当会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

  基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従

  い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  



（２）四半期個別受注の概況 

①個別受注実績 

（注）１．受注高は、当該四半期までの累計額です。 

   ２．パーセント表示は、前年同四半期比増減率を示します。 

  

（参考）受注実績内訳                                   （単位：百万円）

  

  

  受注高 

  百万円   ％ 

21月３月期第２四半期          104,356    △1.2 

20年３月期第２四半期          105,656   △35.8 

区 分 

前第２四半期累計期間 

(自 平成19年４月１日 

  至 平成19年９月30日) 

当第２四半期累計期間 

(自 平成20年４月１日 

  至 平成20年９月30日) 

増   減 

金 額 ％ 金 額 ％ 金 額 ％ 

 
 

建築 

国内官公庁   132 0.1 4,231 4.1 4,099 － 

国 内 民 間   74,842 70.8 78,039 74.8 3,197  4.3 

海 外   1,845 1.7 2,277 2.2 431 23.4 

(計)  (76,820) (72.7) (84,548) (81.0) (7,728) (10.1) 

建

土木 

国内官公庁   4,714 4.5 2,429 2.3 △2,285 △48.5 

設 国 内 民 間   17,890 16.9 14,906 14.3 △2,984 △16.7 

事 海 外   6,231  5.9 2,472 2.4 △3,759 △60.3 

業 (計)  (28,836) (27.3) (19,807) (19.0) (△9,028) (△31.3) 

 
 

合計 

国内官公庁   4,847  4.6 6,661 6.4 1,814 37.4 

国 内 民 間   92,733 87.8 92,946 89.1 212 0.2 

海 外   8,076  7.6 4,749 4.6 △3,327 △41.2 

(計)  (105,656) (100.0) (104,356) (100.0) (△1,300) (△1.2) 

開 発 事 業 等     － － － － － － 

合     計  105,656  100.0 104,356 100.0 △1,300 △1.2 

②個別受注予想 

（注）パーセント表示は、前年同期比増減率を示します。 

  

  通   期 

  百万円     ％ 

21年３月期予想      310,000 △ 1.1 

20年３月期実績      313,395    △15.4 



（３）業績予想の概要 

①平成21年3月期 連結業績予想の概要                        （単位：百万円） 

  

    第二四半期 通期 

    
計画 実績 

  
当初 今回 

  

    対計画比 対当初比 

売上高    220,000  193,365  △26,634  440,000  410,000 △30,000 

  建設事業  200,000  174,622 △25,377  397,000  367,000 △30,000 

  その他の事業  20,000  18,743 △1,256  43,000  43,000 - 

売上総利益 
 

(6.4%)

14,100  

(7.0%)

13,605
△494 

 

(6.3%)

27,600  

(7.0%)

28,800
1,200 

  建設事業 
 

(5.5%)

11,000 10,789 

(6.2%)
△210 

 

(5.3%)

21,000  

(5.9%)

21,600
600 

  その他の事業 
 

(15.5%)

3,100  

(15.0%)

2,815
△284 

 

(15.3%)

6,600  

(16.7%)

7,200
600 

販売費及び一般管理費  13,000  12,944 △55  24,900  24,800 △100 

営業利益    1,100  661 △438  2,700  4,000 1,300 

経常利益   400  △582 △982  3,000  4,000 1,000 

当期純利益   0  △3,335 △3,335  1,700  1,400 △300 

②平成21年3月期 個別業績予想の概要                        （単位：百万円）

    第二四半期 通期 

    
計画 実績 

  
当初 今回 

  

    対計画比 対当初比 

売上高    193,000  167,898 △25,101  380,000  360,000 △20,000 

  建築工事  115,000  110,451 △4,548  245,000  235,500 △9,500 

  土木工事  78,000  57,446 △20,553  135,000  124,500 △10,500 

売上総利益 
 

(5.5%)

10,700  

(6.3%)

10,513
△186 

 

(5.3%)

20,000  

(6.1%)

22,100
2,100 

  建築工事 
 

(4.3%)

4,900  

(5.2%)

5,765
865 

 

(4.5%)

11,000  

(5.8%)

13,700
2,700 

  土木工事 
 

(7.4%)

5,800  

(8.3%)

4,747
△1,052 

 

(6.7%)

9,000  

(6.7%)

8,400
△600 

販売費及び一般管理費  9,900  9,797 △102  18,500  18,600 100 

営業利益    800  715 △84  1,500  3,500 2,000 

経常利益    900  459 △440  1,100  3,000 1,900 

当期純利益   600  △2,521 △3,121  600  600 - 
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